
 

  

 タイトル 著者 

1 カフネ 阿部暁子 

2 アルプス席の母 早見和真 

3 小説 野崎まど 

4 禁忌の子 山口未桜 

5 人魚が逃げた 青山美智子 

6 spring 恩田陸 

7 恋とか愛とかやさしさなら 一穂ミチ 

8 生殖記 朝井リョウ 

9 死んだ山田と教室 金子玲介 

10 成瀬は信じた道をいく 宮島未奈 
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発行:磐城高校図書館 
図書館だより 

本年度は、最愛の弟を亡くした姉と、亡くなった弟の元恋人との交流を描く

『カフネ』が受賞! 奇妙な出会いをした２人の心が、食事を通して近づいて

いく、やさしくもせつない物語です。 

ノミネート作はすべて磐高図書館で貸出できます。受賞作以外も、全国の書

店員が自信をもってオススメする作品ばかり! ぜひ手に取ってみてくださ

い。 

翻訳部門・発掘部門の結果は裏面へ→ 

 ４月から新年次での生活が始まりましたね。皆さん、新しい生活には慣れたでしょうか? 

磐城高校図書館では毎月、新着図書の紹介などを載せた【図書館だより】を発行してい

ます。面白い本を読みたい時、新しい知識を身につけたい時、参考になれば幸いです。 

今回は図書館利用についてと今後のイベントについて、お知らせします。 

９日に発表になった 2025 年本屋大賞については右側と裏面で! 

☆返し忘れている本はありませんか? 
春休み向け⾧期貸出で借りた本など、返却

期限を過ぎている本が手元にある人は、至急

返却してください。その本が返却されるのを

待っている人いるかもしれません。もうすぐ

督促状を出します! 

閉館時には、図書館入口前のブックポスト

に返却できます。 

☆雑誌の無料配布 
保存期間を過ぎた雑誌を差し上げます。図書館内、カウンター付近にブックトラックを設置し、

そこから自由に持って行く方法で配布を予定しています。雑誌の付録も対象です。 

※できるだけ多くの人に行き渡るように、最初の３日間は１人あたりの冊数に上限を設定します。 
 

期間:５月７日（水）～5 月２８日（水）の３週間 

１２日（月）以降は、１人何冊でも持ち帰ることができます。 
 

配布対象雑誌:「ダ・ヴィンチ」「CUT」「Sports Graphic Number」 

「non・no」「ナショナルジオグラフィック」などの、１年以上前のもの 

 

◇開館時間について 

月～金  8:10～16:30 

今年度は上記の時間で運営します。 

本の貸出返却・自習・調べ物に、自由に 

利用してください。 

上記の時間内で、図書館を利用できる

時は、入口外の看板に【開館】と掲示して

います。 



 

  

 タイトル 著者 

1 フォ－ス・ウィング 

―第四騎竜団の戦姫― 
レベッカ・ヤロス 

2 白薔薇殺人事件 クリスティン・ペリン 

２ 別れを告げない ハン・ガン 

タイトル 著者 

ないもの、あります クラフト・エヴィング商會 

今年度の２位は同着２作品。２位作品や、右の発掘部門受賞 

作品は、未所蔵です。 

読みたい人は、リクエストを出してみてください。 

図書館でリクエスト用紙を記入するか、右の QR コードから 

フォームで申し込んでください。 

!Web 上本棚、ブクログの案内! 

磐城高校図書館で新しく買った本が、自宅やスマホからチェックするこ

とができます。現在の登録冊数は 4100 冊ほど（2025 年４月時点） 

【本棚内検索】という機能を使えば、作者やタイトルでの検索やジャンル

（自然科学、芸術、文学など）検索や、小説の内容別タグ（ホラー、ＳＦな

ど）検索も可能です。 

2020 年４月以降に購入した本から登録しています。 

これ以前のものは今後随時登録していきます。 

QR コードを読み込むか、Google などで 

【ブクログ 磐城高校】と検索。 

１位を獲得した『フォ－ス・ウィング―第四騎竜団の戦姫―』は図書館で購入

予定! 

竜の騎手が魔法で国を守るナヴァールで、騎手になるために軍事大学に入学し

たヴァイオレット。そこで待っていたのは、命を落とす者が続出するほどの過酷

な訓練と、彼女の命を狙う第四騎竜団（フォース・ウィング）団⾧ゼイデンだっ

た――。 

アメリカで「ロマンタジー（ロマンス要素のあるファンタジー）」の大ブーム

を巻き起こした作品です。 

※発掘部門とは? 

 ジャンルを問わず、2023 年 11 月 30 日以前に刊行された作品のなかで、

時代を超えて残る本や、今読み返しても面白いと思う本を書店員たちが選び、

さらにその中から、これは!と共感した１冊を実行委員会が選出し「超発掘

本!」として発表したもの。 

 推薦者:安田美重（三省堂書店東京ソラマチ店）さんのコメント引用 

【タイトルだけで優勝です。指摘するまでもなく、矛盾しています。（中略） 

「心を揺さぶられるよりもくすぐられたい」と思っている方はいらっしゃいま

せんか。迷わずこの本をお薦めします。】 


